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第30集

以
下
は
、

二
O
O八
年
六
月
九
日
か
ら
二
九
日
ま
で
、
博
物
館
特
別
展
示
室

に
て
開
催
し
た
、
「
モ
ノ
ク
ロ
時
代
の
明
治
大
学
」
展
の
記
録
で
あ
る
。

本
誌
収
録
に
あ
た
り
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
漢
数
字
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

ま
た
、
展
示
資
料
の
全
て
を
掲
載
し
て
お
ら
ず
、
展
示
順
と
必
ず
し
も

一
致

し
て
い
な
い
。

大学史資料センターグループ報告

(
鈴
木
秀
幸
・
阿
部
裕
樹
)

図
録
編

ご
あ
い
さ
つ

昭
和
三
0
年
代
と
い
う
べ
き
か
、

一
九
五
五
年
か
ら

一
0
年
間
と
い
う
べ
き

か
は
と
も
か
く
、
こ
の
時
期
は
戦
後
の
日
本
に
と
っ
て
、
ひ
と
つ
の
大
き
な
記

念
す
べ
き
画
期
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
れ
は
一
言
で
い
え
ば
「
モ
ノ
ク
ロ
時
代
」
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
色
彩

に
例
え
れ
ば
郷
愁
を
帯
び
た
セ
ピ
ア
色
で
は
な
く
、
ま
た
華
麗
な
カ
ラ
ー
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
あ
る
黒
と
白
の
対
照
か
ら
は
夢
と
未
来
が
か
い
ま
み
え

る
よ
う
で
す
。
と
同
時
に
何
か
不
信
と
不
安
が
よ
ぎ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
内
訳
を
時
間
に
照
ら
せ
ば
、
復
興
を
目
指
し
た
三
0
年
代
は
じ
め
、
そ
し

て
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
歩
み
は
じ
め
た
中
ご
ろ
、
そ
れ
が

一
層
広
が
る

と
と
も
に
紛
争
・
公
害
な
ど
が
指
摘
さ
れ
は
じ
め
た
後
半
と
い
っ
た
区
別
や
段

階
と
な
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
期
は
今
日
の
日
本

・
現
在
の
私
達
の
原

点
と
な

っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
こ
の
モ
ノ
ク
ロ
時
代
を
明
治
大
学
、
と
く
に

学
生
を
中
心
と
し
て
素
描
す
る
こ
と
に
つ
と
め
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
と

1958 (昭和33)年と2004(平成16)年の駿河台キャンパス
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立
場
で
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー

昭
和
初
年
代

(
1
9
5
5
1
1
9
6
4
)
の
関
係
年
表

(
注
、
無
印
は
明
治
大
学
で
の
で
き
ご
と
、
女
印
は
一
般
事
項
を
さ
す
)

1
9
5
5
(昭
和
初
)

5

第
1
次
総
合
計
画
案
成
立

専
任
教
員
連
合
会
に
よ
る
ス
ト
宣
言

社
会
党
統
一
大
会
開
催

保
守
合
同
(
自
由
民
主
党
成
立
)

「
神
武
景
気
」
・
「
家
庭
電
化
時
代
」
開
始

1
9
5
6
(昭
和
白
)

会
3
・
目
印
大
学
学
長
「
文
教
政
策
の
傾
向
に
関
す
る
声
明
」
発
表

6
・
卸
小
川
町
校
舎
接
工
(
こ
の
前
後
よ
り
、
校
地
買
収
・
校
舎

建
設
続
く
)

経
済
企
画
庁
、
第
叩
回
『
経
済
白
書
』
発
表
(
「
も
は
や

戦
後
で
は
な
い
」
)

文
部
省
、
大
学
設
置
基
準
制
定

日
本
、
国
際
連
合
加
盟

第2回明治大学史資料センター企画展 モノクロ時代の明治大学

nHd

・
nδ

女
0
・
目

安

1
・回

世
こ
の
年

司
会

7
・
げ

会合
12 10 

18 22 

1
9
5
7
(昭
和
也
)

5

就

職

委

員

会

発

足

ソ
連
、
初
の
人
工
衛
星
打
上
げ

合
印
・

4

噌

i
n
H
d
R
u
n
H
U

(
昭
和
泊
)総
合
計
画
委
員
会
発
足

東
京
タ
ワ
l
完
成

白

O

』
F

品、
nt嗣
内

喝

u

dτ咽
i

n

L

1
9
5
9
(昭
和
制
)

ロ・

3

維
持
費
問
題
に
つ
き
、
大
学
・
学
生
会
共
同
声
明

合
こ
の
年
「
岩
戸
景
気
」

1
9
6
0
(昭
和
白
)

5
・
5

ア
ラ
ス
カ
学
術
調
査
(
マ
ッ
キ
ン
レ
l
登
頂
)

6
-
m
教
員
・
学
生
多
数
、
安
全
保
障
条
約
反
対
デ
モ

す
6
・
日
新
安
保
条
約
承
認

す
9
-
m
N
H
K
・
民
放
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放
送
開
始

日
・

l

創
立
加
周
年
記
念
式
典

ム

x
u
-
U

閣
議
、
国
民
所
得
倍
増
計
画
決
定
(
高
度
成
長
政
策
)
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1
9
6
1
(昭
和
初
)

1
・
9
学
費
値
上
げ
声
明
書
発
表

1
9
6
2
(昭
和
訂
)

合
2
・
1

東
京
都
、

1
0
0
0
万
都
市
(
世
界
初
)

3
-
U

維
持
費
問
題
に
よ
る
学
生
処
分
決
定

9
・
日
生
田
第
1
校
舎
工
事
完
了

日・

2

授
業
料
値
上
反
対
の
学
生
抗
議
集
会
開
催

合
こ
の
年
大
学
文
学
部
の
女
子
学
生
比
率
釘
%
(
「
女
子
学
生
亡
園
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警

1
9
6
3
(昭
和
初
)

叩

-
M

学
生
会
館
運
営
、
学
生
会
・
学
苑
会
委
任
確
認
(
開
館
翌

年
9
月
)

ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
暗
殺
(
初
の
日
米
テ
レ
ビ
中
継
)

会

U
-
n

1
9
6
4
(昭
和
泊
)

3
・
四
学
生
健
康
保
険
組
合
発
足

女

4
-
m
日
本
、

O
E
C
D
正
式
加
盟

5
-
m
生
田
学
生
寮
に
て
水
道
費
等
不
払
運
動
発
生

女

m
-
m
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会

学
業

本
展
示
が
対
象
と
し
て
い
る
昭
和
三

0
年
代
は
、
敗
戦
後
の
混
乱
と
再
建
に

奔
走
し
た
ニ

0
年
代
と
比
べ
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
等
さ
ま
ざ
ま
の
分

野
で
復
興
に
向
け
て
力
強
く
遁
進
し
た
時
代
と
い
え
よ
う
。
「
一
一
一
種
の
神
器
」

(
白
黒
テ
レ
ピ
、
電
気
洗
濯
機
、
電
気
冷
蔵
庫
)
、
「
団
地
族
同
「
高
速
道
路
」
、

「
新
幹
線
」
、
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
、
「
集
団
就
職
」
等
々
、
事
実
を
あ
げ
た

ら
切
り
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
や
は
り
「
高
度
経
済
成
長
」
の
結
巣
に

よ
る
も
の
と
い
っ
て
も
よ
い
。

大
学
の
世
界
に
お
い
て
は
、
新
制
大
学
と
し
て
事
実
上
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら

れ
る
と
と
も
に
年
々
、
い
わ
ゆ
る
「
右
肩
上
り
」
の
傾
向
が
顕
著
と
な
る
。
そ

の
た
め
に
「
駅
弁
大
学
」
・
さ
ら
に
は
「
女
子
学
生
亡
国
論
」
と
い
う
こ
と
ば

ま
で
が
飛
び
か
い
な
が
ら
も
、
多
く
の
大
学
生
た
ち
に
と
っ
て
大
学
は
勉
強
を

す
る
場
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
。

-44-

入
試
・
入
学

こ
の
昭
和
三

0
年
代
は
、
高
度
経
済
成
長
、
人
口
の
大
都
市
集
中
、
生
活
水

準
の
「
向
上
」
に
よ
り
高
学
歴
志
向
が
高
ま
る
。
そ
れ
に
加
え
学
卒
者
の
社
会

分
配
政
策
も
影
響
し
、
大
学
志
願
者
が
急
増
し
、
い
わ
ゆ
る
「
受
験
戦
争
」
が

開
始
さ
れ
た
。



第 2回明治大学史資料センタ一企画展 モノクロ時代の明治大学

入学試験問題集

1953 (昭和28)年

入試のようす

1961 (昭和36)年

入試案内ーガイドブック

昭和30年代

入試のようす

1961 (昭和36)年

-45-
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入学式

1961 (昭和36)年

講
義

学
生
急
増
等
、
大
学
の
大
衆
化

・
拡
大
に
対
応
し
、
各
大
学
は
施
設
設
備
、

と
く
に
校
舎
の
建
築
に
着
手
す
る
。
明
治
大
学
も
総
合
計
画
を
策
定
、
と
く
に

教
室
の
確
保
に

つ
と
め
る
。

「
マ
ス
プ
ロ
教
育
」
が
さ
け
ば
れ
は
じ
め
た
の
も
、

こ
の
頃
で
あ
る
。

満 塁募部婆綱

100AIl副作a:l

Z説本旦と
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学部要綱

昭和30年代



第2回明治大学史資料センター企画展 モノクロ時代の明治大学

商挙書事演習室案内

1955 "1-Ie: 

明治大辛商金幹部

商学部演習室案内

1955 (昭和30)年

ゼミ案内資料

1955~ 1956 (昭和30~3 1)年

履修票・受験票

1958 (昭和33)年

履修届

1956 (昭和31)年
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第30集大学史資料センターグループ報告

成績表

昭和30年代

卒
業

卒
業
生
が
急
増
し
た
と
は
い
え
、
こ
の
時
代
は
ま
だ
学
士
号
取
得
は
ひ
と
つ

の
大
き
な
目
的
で
あ
り
、
手
段
で
む
あ

っ
た
。
明
治
大
学
の
卒
業
式
は
、
昭
和

三
三
年
ま
で
は
記
念
館
講
堂
で
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
三
四
年
よ
り
東
京
都
体

育
館
に
な

っ
た。

(た
だ
し
、
三
七
i
四
O
年
は
駿
河
台
の
同
講
堂
等
)
。

就職内引i

19$1> 

-48-

就職関係資料

1957~ 1958 (昭和32~33 ) 年



モノクロ時代の明治大学第 2回明治大学史資料センター企画展

卒業式

1959 (昭和34)年

ξヤザ予す

事 令主事冬 今j

... !f IlH輩格誓奇異込山
山 田川 十 r '~有色込ぷd
z士治きをみ塗-
i J大Ei喜重 5
苦土手告主壁 土 奪 F

!l 1 すまえ主喜

ゑ乏 る空音
司許可" φ 

卒業証書

1966 (昭和41)年

2 

自
ごム

'ロ

こ
の
時
期
、
教
育
に
対
す
る
管
理
は
日
増
し
に
強
化
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る

「教
育
三
法
案
」
(
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
案
等
)
、

教
員
勤
務
評
定
、
学
習
指
導
要
領
の
法
的
拘
束
力
等
々
で
あ
る
。

一
方
、
そ
の

こ
と
に
対
す
る
反
対
闘
争
も
激
化
し
て
い
っ
た
。

大
学
に
お
い
て
も
、
政
府
に
よ
る
大
学
管
理
制
度
の
改
革
に
対
し
て
、
反
対

の
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
中
、
明
治
大
学
で
は
大
学
教
職
員
と
学
生
は
、
例
え
ば
日
米
安
保

条
約
問
題
の
時
に
は
共
闘
し
て
反
対
運
動
を
強
烈
に
推
進
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
さ
ら
に
混
乱
や
ま
な
い
学
内
の
不
正
・
不
祥
事
に
対
し
、
浄
化
に
向
け
て

共
に
闘
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
や
が
て
は
自
治
会
を
中
心
と
し
た
学
生
と
、
管
理
的
立
場
の
役

員

・
教
職
員
と
は
激
し
く
対
決
す
る
よ
う
な
こ
と
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

-49-

維
持
費
問
題

大
学
拡
大
に
と
も
な
う
総
合
計
画
、
す
な
わ
ち
「
大
明
治
建
設
計
画
」
は
多

大
な
資
金
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
た
め
大
学
当
局
は
、
そ
れ
ま
で
任
意
と
し
て

い
た
維
持
費
に
つ
い
て
、
強
制
徴
収
を
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
学
生
の
自
治

会
と
対
立
し
、
学
生
の
逮
捕
・
処
分
と
い
う
結
果
を
招
い
た
。



「学生に告ぐJ(維持費問題)
1959 (昭和34)年

一学生運動

その~織と発援のためにー

~ 

""怠修.. ・働'"例

第四R鍵穐写g駐車""'‘-':----'.1・
a・.掌傘tt').(‘紙 -..n 
.棚・J，n.hf¥t'I..

吻治大学商'~1.1<サ金金

「学生運動その認識と発展のために」

1956 (昭和31)年

大学史資料センターグループ報告 第30集

「共同声明」

1959 (昭和34)年

学生会発展のためlニ
-ifi入'1:諸./tに一一

Z
-
-
u
h
w
m
淘

1957 

..泡*.噂生食中~・R待費関余

「学生会発展のために」

1957 (昭和32)年
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モノクロ時代の明治大学

専教連関係新聞記事

1955 (昭和30)年

第2回明治大学史資料センター企画展

専教連関係新聞記事

1955 (昭和30)年

安
保
反
対

‘
ス，J 

、
/ヤキ泉

年

和

)

，f
、、
『，s
内
喝

u

a
t
J
円

U

ン
持

力

何
テ

2

夕
日
刊

「
I

1
1

-51一

日
米
安
保
条
約
調
印
は
戦
後
最
大
の
反
対
運
動
を
ま
ね
き
、
つ
い
に
は
多
く

の
死
傷
者
を
出
し
た
。
本
大
学
の
学
生
自
治
会
は
「
全
学
連
」
(
全
日
本
学
生

自
治
会
総
連
合
)
に
加
盟
、
砂
川
闘
争

・
勤
務
評
定
闘
争
な
ど
、
学
外
闘
争
へ

も
積
極
的
に
関
与
し
て
い

っ
た。

そ
う
し
て
、
教
授
団
も
含
め
た
大
デ
モ
隊
が
「
安
保
反
対
」
を
掲
げ
て
国
会

に
向

っ
た
の
は
昭
和
三
五
年
六
月

一
五
日
午
後
三
時
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
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学生運動のようす

1960 (昭和35)年

3 

サ
ー
ク
ル

大
学
時
代
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は
そ
の
時
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
人
生
に

と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
の
活
動
は
、
こ
の
昭
和
三
0
年

代
に
は

一
層
活
発
化
す
る
と
と
も
に
、

二
定
の
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た。

例
え
ば
、
再
建
さ
れ
た
柔
道
部
は
昭
和
三

一
年
か
ら
全
日
本
学
生
選
手
権
に

お
い
て
三
連
覇
を
果
し
た
。
野
球
部
は
い
わ
ゆ
る
「
秋
山

・
土
井
時
代
」
が
続

い
て
お
り
、
無
敵
の
状
態
で
あ

っ
た
。
ホ
ッ
ケ
ー
部
や
バ
レ

l
部
は
学
生
大
会

で
常
勝
を
続
け
た
。

文
科
系
サ
ー
ク
ル
で
は
、
二
0
年
代
に
復
活
し
た
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
や

ハ
ー
モ
ニ
カ

・
ソ
サ
エ
テ
ィ
等
々
は
多
く
の
成
果
を
あ
げ
、
全
国
的
に
そ
の
存

在
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
学
内
浄
化
に
向
け
て
論
陣
を
は

っ
て
き

た
学
生
雑
誌
『
駿
台
論
潮
』

(同

編
集
部
)
は
第
五
二
号
で
「
学
生

商
品
論
」
に
よ
り
社
会
変
革
へ
の

「
主
体
的
な
生
き
方
」
を
主
張
し

た。

-52-

『駿台論潮』

昭和30年代



第 2回明治大学史資料センター企画展 モノクロ時代の明治大学

東京六大学野球優勝記念色紙

1955 (昭和30)年

自動車部力一バッジ

野球部応援風景

1956 (昭和31)年

-53-

『駿台文学』

1954 (昭和29)年



学園祭パンフレ ソ卜

1960 (昭和35)年
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自動車部写真

1955 (昭和30)年頃

支伎の潮

『文化の潮』

1953 (昭和28)年
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学
生
生
活

モノクロ時代の明治大学

昭
和
二
0
年
代
と
三

0
年
代
の
学
生
生
活
に
は
、
大
き
な
相
違
が
見
出
せ

る
。
そ
れ
は
端
的
に
い
え
ば
、
生
活
と
の
戦
い
か
ら
楽
し
み
へ
の
変
化
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
食
料
不
足
、
住
宅
難
、
ア
ル
バ
イ
ト

(時
に
は
「
給
血
ア
ル
バ

イ
ト
」
)
等
々
に
加
え
て
デ
フ
レ
の
追
い
打
ち
、
そ
れ
に
よ
る
学
費
値
上
げ
が

続
く
状
況
は
、
復
興
と
と
も
に
、
解
消
の
傾
向
に
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
学
生
生

活
の
変
化
は
、
外
見
で
は
服
装
を
み
れ
ば
顕
著
で
あ
る
。
昭
和
三
O
年
前
半
ま

で
は
、
男
子
学
生
の
場
合
、
上
下
つ
め
え
り
学
生
服

(中
に
は
学
生
帽
着
用
)

で
あ
っ
た
が
、
じ
よ
じ
よ
に
上
着
は
今
ま
で
の
よ
う
な
学
生
服
、
ズ
ボ
ン
は
カ

ラ
ー
の
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

だ
が
、
受
験
戦
争
を
突
破
し
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
か
つ
て
の
よ
う
な
「
ハ
ン

グ
リ
ー
精
神
」

(苦
学
)
は
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
薄
れ
、
新
た
な
人
生
観

・

価
値
観
を
見
出
せ
な
い
者
も
見
受
け
ら
れ
、
学
校
当
局
は
実
態
を
調
査
し
た

り
、
相
談
室
を
開
設
す
る
な
ど
し
た
。

第 2回明治大学史資料センター企画展

組合員証

1959 (昭和34)年
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定期券

1955 (昭和30)年



男子学生服

学生生活調査資料

昭和30年代

大学史資料センターグ勺レープ報告 第30集

切符

昭和30年代

ボタン

-56-



第 2回明治大学史資料センター企画展 モノクロ時代の明治大学

正門前

1956 (昭和31)年

記念写真

1955 (昭和30)年

-57 

和泉キャ ンパス風景

1965 (昭和40)年



第30集

5 

学
内
環
境

大学史資料センターク.ループ報告

列
品
の
駿
河
台
航
空
写
真

(昭
和
三
三
年
)
を
一
覧
す
る
と
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
よ
る
建
造
物
の
聞
に
、
木
造
の
も
の
も
多
く
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
時
、
都
心
部
で
す
ら
そ
う
で
あ
る
の
で
、
郊
外
あ
る
い
は
地
方
に
お
い
て
は

尚
更
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
三
0
年
代
は
、
手
作
り
の
木
造
か
ら
機
械

に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
と
変
化
す
る
、
は
ざ
か
い
期
と
い

っ
て
よ
い
か
む
し

れ
な
い
。

(モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
強
み
で
あ
る
)
。

明
治
大
学
の
場
合
も
こ
の
時
期
、
総
合
計
画
に
よ
り
、
次
々
と
白
色
を
基
調

と
し
た
斬
進
な
デ
ザ
イ
ン
の
校
舎
を
新
築
し
て
い
っ
た
。
と
は
い
え
シ
ン
ボ
ル

的
な
存
在
の
駿
河
台
記
念
館
は
厳
然
と
し
て
君
臨
し
、
学
生
だ
け
で
は
な
く
教

職
員
、
卒
業
生
さ
ら
に
は
地
域
住
民
ら
の
拠
り
所
と
な

っ
て
い
た。

施
設

前
記
し
た
よ
う
に
、
学
内
の
校
舎
新
築
が
続
い
た
。
だ
が
、
記
念
館
は
、
竣

工

(昭
和
三
年

・
一
九
二
八
)
と
取
り
壊
し

(平
成
七
年
・

一
九
九
五
)
の
中

問、

つ
ま
り
最
盛
期
で
あ

っ
た
。
ま
た
和
泉
校
舎
横
を
流
れ
る
玉
川
上
水
、
旧

陸
軍
施
設
の
残
る
生
田
校
舎
は
そ
の
ま
ま
で
あ

っ
た。

記念舘オルゴール

1962 (昭和37)年頃
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第2回明治大学史資料センター企画展 モノクロ時代の明治大学

簿二世合

ミ
匝|μ
j
 {注} 昭和田年'明治大学施訟』

昭和26年駿河台キャンパス校舎配置図

霊ホ".

(往} 昭和35年度 学会主f史宜

①本館

記念館

1号館

2号館

3号館

②図書館

③4号館
④5号館
⑤6・7号館

⑥大学院

⑦8号館

③9号館
⑨lO号館

⑬小川町校舎

。袈橋校舎

⑫明治中 ・高校

昭和35年駿河台キャンパス校舎配置図

一59一



大学史資料センターグループ報告第30集

各キャンパス・施設拡充一覧

年度 駿河台キャンパス 和泉キャγパス 生回キャンパス その他

昭和26年
5月政経ピJレ(7号

2月 土地建物買収 6月聖橋校舎購入
館)買収

29年 4月 大学院棟完成

30年
3月 9号館完成

山脇学園買収

6月 小川町校舎完成

31年 9月佐々木研究所買 4月 総合体育館完成

収(新図書館)

32年
(7月駿河台ホテル

買収交渉)

33年
4月新6・7号館完 2月 エピスキャンプ

成 払下断念

8月 図書館第一期工 3月 第一学生寮完成
4月 明治高校新校舎

34年
事完成

11月 図書館完成
10月 舎宿所用地購入

完成

6月 調布野球場購入

35年
4月三浦邸買収 (11 3月 学生会館完成 7月 第一校舎第一期

号館) 8月 第二校舎完成 完成

36年 6月 10号館完成

37年
7月 第一校舎第二期

完成

38年 9月 5号館完成 4月放牧場質収

3月第二校舎1号館

39年 9月学生会館開設 9月運動場質収
完成

11月 聖橋校舎売却
6月第二校舎2号館
完成

40年 11号館完成 3月 第三校舎完成
3月第二校舎3・4

号館完成

-60-



第2回明治大学史資料センター企画展 モノクロ時代の明治大学

¥ 

{住) 昭初35年度 r学生恒覧J

L-ーーーーーー
一一一一-qi州輯遭

①本館

②図f書館
③渡り廊下

④食堂

⑤大教室

⑥ 4号校舎

⑦ 6号校舎

③学生会館

⑨体育館

⑬弓道場

昭和35年和泉キャ ンパス校舎配置図

{注} 昭和二六年 r明治大学生田被舎配軍図J

昭和26年生田キャ ンパス校舎配置図
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。射撃場

⑫相撲場

⑬砂場

⑬運動場

φ 



学生会館工事

1956 (昭和31)年

3代目(1日)記念館
1953 (昭和28)年

大学史資料センターグループ報告第30集

京王帝都沿線案内

昭和戦後

経営学部校舎

昭和30年代
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第2回明治大学史資料センター企画展 モノクロ時代の明治大学

和泉キャ ンパス

1956 (昭和31)年

和泉図書館

1959 (昭和34)年

駿河台航空写真

昭和30年頃

和泉キャンパス脇の玉川上水

1958 (昭和33)年頃
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第30集大学史資料センターグループ報告

生田キャンパス

1956 (昭和31)年

生田キャンパス

1963 (昭和38)年

八

O
周
年

生田キャンパス
1963 (昭和38)年

-64-

昭
和
三
五
年
は
本
学
が
創
立
八

O
周
年
を
迎
え
た
年
で
あ
り
、
多
く
の
行
事

が
催
さ
れ
た
。
ま
た
記
念
と
す
る
校
舎
も
建
設
さ
れ
た
。

と
り
わ
け
、

一一

月

一
日
の
記
念
式
典
に
は
約

一二

O
O名
が
集
合
、
大
々

的
な
祝
賀
式
が
催
さ
れ
た
。
ま
た
大
学
で
は
ア
ラ
ス
カ
調
査
団
を
派
遣
、

マ
ッ

キ
ン
レ

l
登
頂
に
も
成
功
し
た
。
な
お
、
こ
う
し
た
式
典
や
行
事
に
は
多
く
の

学
生
も
出
席

・
参
加
を
し
た
。



第2回明治大学史資料センター企画展 モノクロ時代の明治大学

式f

…
 

創

~鰯 35 !f!l 11 I t1 
瞬筒木線記念健緑酒食

ゆ1 約大 φ

創立80周年記念式典次第
1960 (昭和35)年

創立80周年記念映画フィルム
1960 (昭和35)年
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創立80周年記念ペナン卜
1960 (昭和35)年

創立80周年アラス力調査関係資料
1960 (昭和35)年前後



第30集
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学
外
事
情

ー学史資料センターグループ報告

昭
和
二
一0
年
代
は
、
次
か
ら
次
へ
と
「
よ
り
善
さ
」
を
め
ざ
し
て
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
走
り
続
け
た
と
い
え
よ
う
(
も

っ
と
も
そ
の
た
め
に
不
信

・
不
安
、
そ

し
て
不
満
も
発
生
し
は
じ
め
た
)
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
中
、
こ
の
年

代
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
や
は
り
東
京
タ
ワ
ー
で
は
な
か
ろ
う
か
。
東
京
タ
ワ
ー
を

観
る
こ
と
、
の
ぼ
る
こ
と
に
あ
こ
が
れ
た
人
は
た
く
さ
ん
い
た
。
ま
た
ラ
ジ

オ
、
や
が
て
は
白
黒
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
放
送
に

一
喜
一
憂
す
る
人
も
少
な
く

な
か

っ
た
。
歌
謡
曲、

ド
ラ
マ
、
ス
ポ
ー
ツ
実
況
等
々
見
た
い
聞
き
た
い
番
組

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
頃
、
週
刊
誌
も
急
速
に
購
読
者
を
増
加
さ
せ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
ろ
受
験
雑
誌
『
蛍
雪
時
代
』
、
ラ
ジ
オ
放
送
『
大
学
受
験

講
座
』
で
大
学
入
学
を
め
ざ
し
た
人
も
少
な
く
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
昭
和
三
九
年

一
O
月

一
O
日
か
ら

一
五
日
間
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ま
さ
し
く
こ
の
三
0
年
代
総
仕
上
げ
と
い
う

べ
き
出
来
事
で
あ

っ
た。

国
家
威
信
を
か
け
た
こ
の
大
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
、
東
海
道
新
幹
線
を
は
じ
め

と
し
て
交
通
運
輸
の
拡
大
整
備
が
推
進
さ
れ
、
ま
た
建
築
物
の
建
替
え
も
な
さ

れ
て
い
っ
た
。

東京オリ ンピ・γクを伝える新聞

1964 (昭和39)年

-
…湯
川町…

ヲ刈1~7か1...11

K 重 水ゐらえ~Uえ

当佐川耳).11

-66-

オリ ンピック役員への感謝状

1964 (昭和39)年



芸
能

・
マ
ス
コ
ミ

こ
の
時
代、

多
く
の
人
々
は
映
画
館
に
足
を
運
ん
だ
。
家
庭
で
は
、
父
親
が

番
組
支
配
権
を
持
つ
こ
と
が
多
か
っ
た
ラ
ジ
オ
そ
し
て
白
黒
テ
レ
ビ
を
視
聴
し

た。古
賀
政
男

(明
大
卒
)
、
原
節
子
、
三
橋
美
智
也、

長
島
茂
雄

・
王
貞
治
、
美

空
ひ
ば
り
等
々
ス
タ
ー
の
名
前
は
と
め
ど
も
な
く
続
く
。

モノクロ時代の明治大学

昭和30年代雑誌

第 2回明治大学史資料センター企画展

レコード(古賀政男)

-67 

レコード (明治大学の歌)



第30集

レコー ド(流行歌)

大学史資料センターグループ報告

東
京
さ
ま
ざ
ま

昭
和
三

0
年
代
の
建
物

・
交
通

・
生
活
用
品
・
噌
好
品
等
に

つ
い
て
、
取
り

上
げ
た
ら
き
り
が
な
い
。
そ
し
て
人
々
は
そ
の
メ
ッ
カ
と
も
い
う
べ
き
、
東
京

に
あ
こ
が
れ
た
。
そ
の
た
め
時
刻
表
や
東
京
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
普
及

し
、
東
京
遊
覧
む
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
明
治
大
学
は
そ
の
真
只
中
に

あ
っ
た
の
だ
。

時刻表

昭和30年代

-68 

はとパスポスター

昭和戦後



第2回明治大学史資料センター企画展 モノクロ時代の明治大学

昭和30年代の東京地図

「破泊Jiらんぶる」パンフレッ卜
昭和30年代

はとバス資料

-69-

映画「どん底」パンフレ‘ソ 卜
1957 (昭和32)年



大学史資料センターグループ報告 第30集

東京タワー資料

浅草寺資料

パイロッ卜万年筆庖頭吊り飾り
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(
追
加
資
料
)

モノクロ時代の明治大学第2回明治大学史資料センター企画展

進学適性検査受検票

1954 (昭和29)年

入試受験票

1954 (昭和29)年
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定期試験受験票

1959 (昭和34)年
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卒業を知らせる電報

1959 (昭和34)



第30集

お
礼
の
こ
と
ば

大学史資料センタークソレープ報告

ご
観
覧
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
昭
和
三

0
年
代
の
明
治
大
学
、

そ
し
て
学
園
生
活
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
専
教
連
改
革
、
学

生
数
の
増
大
、
施
設
設
備
の
拡
充
、
い
わ
ゆ
る
「
六

O
年
安
保
」
反
対
運
動
、

維
持
費
問
題
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
活
発
化
等
々
で
す
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
高
度

成
長
、
所
得
倍
増
、
電
化
製
品
や
自
動
車
の
普
及
に
比
例

・
上
昇
す
る
よ
う
で

し
た
。し
か
し

一
方
、
じ
よ
じ
よ
に
問
題
や
課
題
が
ふ
き
出
し
は
じ
め
た
の
も
事
実

で
し
た
。
と
は
い
え
「
よ
り
善
さ
」
を
求
め
、

力
強
く
歩
も
う
と
し
て
い
た
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
に
よ
り
、
私
達
は
明
確
な
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
の
社
会
や
人
生
の
た
め
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
手
が
か
り
を
得
て

い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

な
お
、
本
展
覧
会
は
校
友
の
鎌
田
智
氏
、
川
田
明
義
氏
、
山
内
英
司
氏
を
は

じ
め
、
多
く
の
方
々
の
受
贈
資
料
に
よ
り
成
り
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

明
治
大
学
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資
料
セ
ン
タ
ー

アカデミーコモンに掲げられた懸垂幕
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第2回明治大学史資料センター企画展 モノクロ時代の明治大学

「モ.I?ロ持何@鴨池穴場'J 1 

第2回 明治大学史資料センター企画展

モノクロ時代の明治大学
一昭和30年代キャンパスー

会期 2008~6 月 6 日(金) - 6月29日(日)

会場明治大学博物館特別展示室

ごあいさつ

昭和30年代というべきか.1955年から10年間というべきかはともか<.との時期は戦後
の日本にとって.ひとつの大宮な記念すべき圃期といってよい.

ぞれは一首でいえば「モノクロ時代」というべきでしょう.色彩に例えれば郷魯を帯び

たセピア色ではな<.また事贋なカラーでもありません.そこにある婦と自の対照からは

夢と未来がかい窓みえるようです.と同時に何か不信と不安がよぎるとともありました.

この内釈を時聞に照らせば.復興を目指した30年代はじめ.そして明磁なビジョンを掲げ

て歩みはじめた中ごろ.ぞれが一層広がるとともに続争・公書などが指摘されはじめた後

半といった区別や段階となるようです.

しかしいずれにしても，この時期は今日の日本・現在の私遣の原点となったことは積か

です.このモノクロ時代を明治大学，と〈に学生を中心として療摘することにつとめまし

た.さまざまな想いと立場でご覧いただければ幸いです.

明治大学史資料センター

明治穴鱗震調蝿包シヲー
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大学史資料センターグループ報告第30集

「モノヲロ時伶@喧泊穴欝'J 2 

展示資料一覧

資 斜 名 年

入学案内・ガイFブック 昭和30年代

入館
入学鼠験問煙集 1853【昭和28)年
入館のようす 1981 (昭和38)年

学入
入院のようす 1981 (昭和36)年

合格宛ac和泉キャンパス) 1984 (昭和38)年

学 入学式 1981 <繍和38)隼
学11使.・要綱 昭和初年代

履修康受験栗 1958 (昭和33)年
闘車 商学郁慣習室案内 ω55 (昭和30)年
履修届 1958 (昭和31)年

業

‘ 
ゼミ黛内資料 1955-1956 (1昭和30-31)年
..のようす 1985 (昭和40)年
成績表 昭和30年代

事
就験関係資料 目， 1957-1958 (昭和32-33)年

業
卒業式 1959 (昭和S心年
率業箆書 1986 (昭和(1)年
「共同声明」 1959 (昭和34)年.. 「学生に告ぐJ(鎗持費問掴) 1959 (昭和34)年

自 持 「学生会発展のためにJ 1957 (昭和32)年
費 『学生運動その111織と発展のために』 1956 (昭和31)年
間 専厳達関係新聞記事 1955 (昭和30)年
国 専.連関係新聞記事 1955 (昭和30)年

治 「タテカンJ(和泉キャンパス} 1962 (昭和37)年

震建
安保反対ピラ 1959-1960 (昭和34-35)年
学生還動のようす 1980 (昭和鰯)年
『圏島台槍潮』 昭和30年代
『厳台文学』 1954 (昭和29)年

サ 東京六大学野...記念色紙 1955 (昭和30)年
野軍事郁応援風景 1956 (昭和31)年

ク 自動車榔カーバッジ

Jレ 自動車榔写真 1855 (昭和30)年頃
学園祭パンフレット 1960 (昭和35)年
『文化の潮』 1953 (昭和28)年
組合員証 1959 (昭和34)年
定期券 1955 (昭和30)隼

学 切符 昭和E岬代
生 男子学生廠・ボタン等

生 学生生活闘査資料 昭和30年代
活 飽念写真 1955 (昭和30)年

軍門前 1956 (昭和31)年
和泉キャンパス風景 1985 (昭和伺}年

明治大単皇賞制セョヲー
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第2回明治大学史資料センター企画展 モノクロ時代の明治大学

「モノヲロ時代@晴治穴埋~J 3 

量E 料 名 年

記念館オルゴール 1962 (昭和37)年頃

各キャンパス・施股拡充一覧

昭和26年.何台キャンパス校舎配置図 1951 (昭和26)年

昭和初年酸何台キャンパス校舎匝置図 1960 (昭和35)年
昭和35年和泉キャンパス校舎記置園 1960 (昭和35)年
昭和初年生回キャンパス校舎菌E置図 1951 (昭和26)年

学 施 京王帝都沿線案内 昭和戦後

学生会館工事 1956 (昭和31)年

内
経営学概校舎 昭和30年代
S代田(1日)記念鮪 1953 (昭和28)年

股 鵬何台航空写真 昭和初年頃

環
和泉キャンパス 1956 (昭和31)年
和泉キャンパス脇の玉川上水 1958 (昭和33)年頃

和泉図書館 1959 (昭和34)年

境 生閉キャンパス 1956 (昭和31)年
生田キャンパス 1963 (昭和38)年

生問キャンパス 1963 (1昭和38)年

80 
創立紛周年飽念ペナント 1ωo (昭和85)年
創立80周年記念式典次第 1960 (昭和35)年

周
創立80周年アラスカ"査関係資桝 1960 (昭和総)年前後

年
創立80周年記念映岡フィルム 1960 (1刷和35)年

オピリン
東京オリンピックを伝える新聞 1964 (昭和39)年

ツク オリンピック役員への盛鮒状 1964 (昭和39)年

マ芸
昭和初年代鎌健

学 ス能
レコード{古賀政男>. 昭和30年代

コ レコ一戸{明治大学の歌} 1ω2 (昭和sη 年
ミ・
レコーJt(滅行歌} 昭和30年代

外
時刻表 昭和30年代

事
東 はとパス資料 昭和戦後

京 昭和30年代の東京地図

情
さ 映画「どん底」パンフレット 1957 (昭和32)年
ま 問機湖Jrらんぷる」パンフレット 昭和30年代
ざ 東京タワー資料

ま 機.寺資料

パイロット万年俸腐煩吊り広告

明治大学史嵐桝セジヲー
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